
 

 

               

 

逡
巡
、
瞬
息
、
弾
指
、
刹
那
、
六
徳
、
虚
、
空
、

、
浄
ま
で
。
上
は
（
億
、
兆
）、
京
、
垓
、

、
穣
、
溝
、
澗
、
正
、
載
、
極
、
恒
河
沙
、

僧
祇
、
那
由
多
、
不
可
思
議
、
無
量
大
数
で

わ
り
。
だ
れ
が
定
め
た
か
は
知
ら
な
い
が
、

教
語
が
沢
山
使
わ
れ
て
い
る
の
が
理
解
で

る
。 

数
も
限
り
な
い
よ
う
に
仏
さ
ま
の
教
え
も

大
無
辺
で
限
り
が
な
い
。「
法
門
無
量
誓
願

」（
法
門
は
無
量
な
れ
ど
誓
っ
て
学
ば
ん
こ

を
願
う
）
と
経
典
に
示
さ
れ
て
い
る
。
教
え

こ
れ
で
終
わ
り
は
な
い
。 

貧
し
い
こ
と
が
善
で
も
あ
り
ま
せ
ん 

豊
か
な
こ
と
が
悪
で
も
あ
り
ま
せ
ん 

貧
富
に
か
か
わ
ら
ず 

貪
欲
の
心
が
お
こ
る
と
き 

人
は
美
し
い
心
を
失
い
ま
す 

仏
心
と
は 

 

足
る
こ
と
を
知
る
心
の
こ
と
で
す 

  

永
平
寺
開
山 

禅
師
七
百
五
十
回
大
遠
忌 

古
心
（
も
こ
し
ん
） 

慕
い
「
今
」
を
生
き
る 

古
道
を
慕
い
誓
願
に
生
き
る 

期
間 

平
成
十
四
年 

月
一
日
〜
十
月
二
十
日 

野倉石材店 墓石・燈籠・建築石材・各種加工販売 中条町東本町6

 
 

 

に
よ
り
墓
地
が
持
て
な
い
方
、
お
骨
の

安

所
で
お
悩
み
の
方
、
将
来
墓
地
の
こ
と

で

な
方
、
後
継
者
が
望
め
な
い
方
、
生
涯

独

方
等
の
為
に
心
安
ら
ぐ
場
所
と
し
て
、

平

三
年
に
永
代
供
養
墓
「
寂
光
塔
」
を
建

立

し
ま
し
た
。
永
代
使
用
料
（
管
理
料
、

供

含
む
）
を
納
め
て
い
た
だ
く
と
、
納
骨

後

忌
法
要
、
お
盆
、
彼
岸
の
供
養
を
お
寺

で

を
持
っ
て
行
い
ま
す
。
尊
い
仏
縁
を
結

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。 

墓

■
東
正
寺
十
五
世
住
職
片
野
眞
道
老
師 

（
重
興
得
髄
眞
道
大
和
尚
）
ご
遷
化 

平
成
十
四
年
五
月
二
十
五
日
、
世
寿
八
十
歳
。

三
重
県
鵜
殿
村
。
副
住
職
の
片
野
晴
友
師
と
は

駒
沢
大
学
時
代
か
ら
の
法
友
。
六
月
二
十
六
日

逮
夜
、
二
十
七
日
本
葬
の
儀
を
執
行
。 

永
代
供
養
墓
「
寂
光
塔
」 
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仏そ忽
清

 

阿終仏き広学とに
事
の
知
識 

数
の
単
位
は
仏
教
語 

下
が
「
毛
」、
上
が
「
兆
」
ぐ
ら
い
は
解
る
。

の
下
が
ま
だ
あ
る
。（
分
、
厘
、
毛
）、
絲
、

、
微
、
繊
、
沙
、
塵
、
挨
、
渺
、
漠
、
糢
糊
、

道
元

ど
う
げ
ん

足

大
本
山

道
元

 

慕

古
き
を

仏
祖
の

 

奉
修三
禅
師

ぜ

ん

じ

か
ら
の 

 
 
 

メ
ッ
セ
ー
ジ 

る
こ
と
を
知
る
心 
事
情

置
場

心
配

身
の

成
十

い
た

養
料

の
年

責
任
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